






























































































































































































光 雪 言 春 風 書 今 週 原 黄
色 太 毛 高 晴 多 新 思 話 近
教 科 知 友 毎 食 同 形 数 曜
図１ 筆順と形の記憶教材
図２ 漢字の合成と分解カード
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素を声に出し、選択肢から正しい漢字を選
ぶ。
ｃ．中間評価で書字できなかった漢字について
宿題プリントを課す。
８．結果
初期評価においては正しく書字できた漢字が
10/30、中間評価においては16/30、最終評価に
おいては29/30であった（図３）。第２クール終
了時点で、ほぼ全ての漢字の書字が可能になっ
た。書字できなかった漢字には一貫性があり、
初期評価で書字できたものが中間評価や最終評
価で書字できなくなることはなかった。
９．考察
本児の認知特性に配慮した書字指導を集中的
に行うことにより、比較的短期間で目標とする
漢字の書字が可能になった。本人からも「覚え
やすい」との感想が聞かれ、今後も無理のない
範囲で書字指導を継続することが可能であると
考えられる。また、漢字の書字に対する苦手意
識を軽減することや書くことへの興味が増すよ
う、日記を書くことを取り入れた指導も補足的
に行った。
ところで本児の書字の誤り方には、意味的に
類似した漢字を書くという一貫した傾向（図４）
が見られた（例「原っぱ」→「草っぱ」）。失語
症学的に言うならば、いわゆる意味性錯書に近
いこの誤り方の機序をどう説明すればよいの
か、エラー分析の対象として興味深いところで
ある。藤林ら（2004）の認知神経心理学的モデ
ル（図５）など、健常成人を想定した人間の言
語活動のモデルを小児の言語評価にどのように
適用していくことができるか、今後さらなる検
証が必要であると思われる。
10．まとめ
骨系統疾患や水頭症など複数の先天性疾患を
併せ持ち、かつ軽度の知的障がいも疑われた中
学生へのSTによる漢字の書字指導の経過を報
告した。本児については、乳幼児期前半におい
て運動発達の遅れが目立ち、理学療法や作業療
法などの介入が早期から行われた。就学前から
はSTによる構音指導が行われ、就学後はこと
ばの教室でのフォローも行われていた。療育は
基本的に整形外科を中心とした運動機能へのア
プローチが中心であったと言える。
一方で、対人的なコミュニケーションは良好
であり、言語や認知、学習面での問題には就学
後早期の段階では気付かれにくかった可能性も図３ 書字テストスコア
図４ 書字の誤りに見られた傾向
軽度知的障がいが疑われた中学生に対する漢字指導の経過
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ある。中学生の段階で漢字や計算が苦手である
ことを本児が語ったことで、専門的なアセスメ
ントを実施し、軽度の知的障がいや認知処理の
アンバランスさが疑われることが判明した。運
動機能といった発達の一領域のみにとらわれる
ことなく、子どものライフステージを長いスパ
ンで捉え、それぞれのステージにおいて「今、
何に困っているのか」に丁寧に寄り添う療育が
求められていると考える。特に、文字の読み書
きや計算の苦手さ、不器用さなどは社会参加の
難しさにつながりやすく、ニーズに応じた指導
を受けていないと本人が自立や社会参加を望ん
でも土台のレディネスが脆弱になりやすいこと
が指摘されている（品川、2016）。
また、たとえ早期とは言い難い中学生の段階
からの指導介入であったとしても、子どもの持
つ認知特性を明らかにし、ターゲットを絞った
集中的な書字指導をすることにより比較的短期
間で指導効果が見られた。品川（2016）で述べ
られているように、指導において重要なことは
脳神経の特性を見ることであり、指導者の善意
だけでは効果が上がりにくいことがわかってい
る。中学生の場合、すでに学習への苦手意識が
固定していたり、特別な配慮への抵抗感など、
指導プログラムの立案に当たっては小学生とは
異なる視点も必要であろう。しかしながら、発
達段階を踏まえたスモールステップによる指導
が子どもの達成感と喜び、そして自己肯定感へ
とつながっていくという療育の原則は何ら変わ
るものではないということが示唆された。
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